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この期に及んでも説明責任を果たさない石原産業

＝＝土岐市鶴里町のフェロシルト対応から観た石原産業の問題点 報告＝＝
私たちが石原産業に提出した申入書（2005年10月31日付、2006年3月2日付）と2005年10月31日付讀賣新聞を添付し、標記報告を行い、下記の要望をいたします。
　
＜経過＞

１．土岐市鶴里町のフェロシルトの状態
　野積み状態で早期の流出と飛散を防ぐ必要があった。
　更に業者の分析により、六価クロムが64倍との報道があった。

２．市民団体が石原産業に求めたこと

　説明会の開催（2005年10月31日付申し入れ）及び開催の可否についての文書回答。
（場が持たれたら、参加は市民団体に限定せず心配している人誰もが参加。）
※土岐市鶴里では地権者対応に苦慮していたことは、承知しています。
＜10月31日付申し入れに対する石原産業の対応＞

１．再三再四、説明会と文書回答を求めた。しかし４ヶ月経っても実現しない。

２．その場しのぎ、形ばかりの流出防止および飛散防止策

　　鶴里の隣の土岐市曽木町の団体や市民団体が再三再四指摘して、やっと行ったこと。
・流出防止対策：高さ約６０～７０㎝程、幅約１０メートル程の土嚢設置。

　しかし土嚢以外の周辺にもフェロシルトが転がり出ている（現在は撤去中につきフェンスやシートでも対応）。
　・飛散防止対策：やっと今年２月になって樹脂吹きつけを実施した。
しかし、岐阜県の指示通りには実施せず。土岐市曽木町の団体や市民団体の指摘でやり直した。

◆私たちの結論：県民に不安を与えている企業として、説明責任を果たしていない。
１．石原産業が「現地」とする地域にのみ説明を行う。

不安や関心を持つ市民団体や県民への説明は行わない。
２．対応はその場しのぎで、解決にならず、かえって不信感を強める結果になっている。

３．フェロシルトが投棄された地域だけの問題ではない。不安や疑問を持つ県民に説明する責任がある。改めて市民団体が主催する説明会に石原産業が出席し、説明するよう申入書（2006年3月2日付）を提出した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
私たちから知事への要望

知事は3月6日に石原産業社長と面談すると聞きました。私たち市民団体が求める説明会を石原産業が開催するよう、もしそれができない場合は、私たち市民団体が開催する説明会に石原産業が出席して説明するよう、知事から石原産業社長に強く働きかけてください。

以上
